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AccessReadingのミッション

• 紙の印刷物を読むのが難しい児童生徒が、
テクノロジーを活用した自分に合った学習
方法を発見し、実践できるようになること
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AccessReadingが提供している音声教材

パソコンやタブレット端末によって

音声読み上げをすることができる

教科書の電子データ

＋「青少年読書感想文全国コンクール」

において課題図書となっている書籍の

一部，および公益財団法人伊藤忠記

念財団「わいわい文庫」の電子データ
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AccessReading（アクセス・リーディング）とは

東京大学先端科学技術研究センター・人間支援工学分野
と、センター内の大学図書室が共同で運営している、オンラ
イン図書館

著作権法第37条、および、教科書バリアフリー法に基づき、
紙の印刷物を読むことに困難のある児童生徒へ、 教科書の
電子データや一般書籍のデータを提供する

提供する書籍の電子データは、2種類

（1） Microsoft Wordで使用できる「DOCX形式」

（2） iPad等のアプリケーションで使用できる「EPUB形式」

→身近にある機器で利用が可能

（パソコン、タブレットPC、Android端末）
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どんなことができるの？
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音声読み上げ
ハイライト機能
メモ機能

文字の拡大
背景色の変更
しおり…等々

これらの機能は、機器に元々備わっている機能を使って
活用することができます

辞書機能
文字検索
見出し
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iPadを使用したEPUB形式のファイルの例



Windows PCを使用したDOCX形式のファイルの例



提供教科書タイトル数の推移
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

小学校 159 165 146 187

中学校 91 96 103 100

高校 91 157 172 207
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AccessReading申請方法
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お申し込みの選択
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…データ管理者が保護者の場合

…教育委員会から一括して申請いただく場合

…学校/教員が代表して，在籍する障害のある
児童生徒の教科書データ申請を行う場合

…既に申し込み済みの方で，新しい年度
における教科書のリクエストや，追加で
教科書をリクエストされる場合

音声教材のデータ管理者が誰かによって、窓口が異なります
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①同意書
→データ管理の責任に関する同意書

②読みの困難さに関する状況報告書
→紙の教科書を読むことの困難さを証明する
ためのもの

AccessReadingに提出していただく書類
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個人利用：提出書類の記入方法 （同意書・報告書）
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学校・団体・教育委員会申請：提出書類の記入方法 （同意書・報告書）



体験講座・研修会の開催

• 学校内での活用方法を知りたい
• 使用方法を具体的に知りたい
• 児童生徒に応じた学び方が知りたい

…というご要望を受けて…
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スタッフが目的に応じた体験講座・研修会を実施しています。

教育機関等からのご依頼があれば、スタッフが出張して研修
会を実施いたします。

詳細はAccessReading事務局までお問い合わせください。



平成30年度実施した講座・研修会
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出張研修会：東京、神奈川、大阪、福井、長崎

実施回数 参加者

定例体験講座 17回 193名

小学生向け体験講座 2回 32名

小学校高学年向け体験講座 3回 29名

中高生向け体験講座 6回 49名

研修会(出張含む) 5回 76名

合計 33回 379名



研修会の様子
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パソコンとiPadでDOCXとEPUBデータを体験

アンケートより：
• 関心は以前からあったので、実践にうつすきっかけになった
• 実際の授業や支援場面がイメージできた
• パソコンやiPadなど身近なもので工夫できることに感動しま
した

…等々



課題

読みの困難さを確認する方法が分からない

学校での機器やネットワーク環境の整え方が分からない

音声教材の利用につながりにくい要因のひとつ
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音声教材配信手引き
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◼ 配信までの流れ

①読みの困難さのチェック

②代表的で簡便なアセスメントの実施

③音声教材の申請手続き

④児童生徒への音声教材の提供

一連の流れを整理し、音声教材の児童生徒に
対する円滑な配信のための枠組みを提案

「音声教材配信手引き―通常学級担任、通級
指導学級担任、教育委員会向け―」（PDF）

https://accessreading.org/reports.html



AccessReadingの想い

機器による音声読み上げを活用してほしい

教科書だけでなく、

自分の興味のあることを調べたり、

ニュースを読んだりするときにも

音声読み上げを使ってほしい
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